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Ⅰ 学校紹介 

 吉田方校区は，三河湾に注ぐ豊川の河口域に位置し，昔から水害に対する意識が高い。特に，東日本大震災後

は，防災意識が高まっている。 

本校は市内でも有数の在籍児童数が多い学校である。そのため，家庭環境も多様になり，子どもたちは生活す

る中で多くの考え方に触れている。また，市内でも数少ない一小一中で構成される校区でもあるため，９年間仲

間が変わることなく安心して学校生活を送ることができる。 

 多くの団体が体育館や運動場を使用し，スポーツに親しんでいる。サッカーやバスケットの他にも，剣道や空

手などの武道に親しむ子どもも多い。また，校区には総合体育館やアクアリーナ，テニススクールやスイミング

スクールもあり，子どもがスポーツを観たり，取り組んだりできる環境が整っている。 

 このような現状から，地域・家庭と連携をしながら，健康的な生活について考えたり，運動したりすることで，

よりよい生活習慣づくりに対する意識を高める効果があると考えた。 

 

Ⅱ 特徴的な活動 

  

 

 

 

 １ 重点課題と活動のねらい 

 (1) 子どもの実態 

   本校の子どもたちは素直に物事を捉え，なにごとにも幅広く興味をもつことができる。教育活動全般にお

いても，自分が「できそうだ」「必要だ」と感じたことは，やってみようという気持ちにかられ，行動に移す

ことが多い。１年生を迎える会や６年生とのお別れの会等の集会では，高学年を中心に，学年のカラーを生

かし，心のこもった思い出に残る発表を創り上げることができる子どもたちである。 

 一方で，子どもたちの生活の様子に目を向けると，健康的な生活を送ることができている子どもばかりで

はない。朝ごはんを食べてこなかったり，各年齢において必要とされている睡眠時間が十分に確保されてい

なかったりする子どもが多い。また，学校生活への不安から，学校へ足が向かなかったりする子どももいる。

平成 30 年度秋に行ったアンケート調査では，各学年で約 10％の子どもが朝ごはんを食べてこないという結

果も見られた。 

 これらのことを踏まえ，将来にわたり，健康で豊かな生活を送るために，学校教育活動を通して健康に対

する意識を高めていく必要があると考えた。  

(2) 活動のねらい 

子どもの体力・運動能力は依然として低下傾向が見られる。それは，幼児期の外遊びや運動経験の偏りと

ライフスタイルの変化による食事・睡眠などの生活習慣の乱れが主な原因であると考えられている。また，

生活習慣の乱れは，その後，生活習慣病の兆候として体の至る所に症状として表れてくる。 

   今後，これらの課題が日本社会全体に対してますます大きな影響を与えると予測されている今，生涯に渡

って健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目ざして，「生きる力」の素地の育成が必要である。 

このような背景から基本的な生活習慣の確立にむけて，子ども自身が運動に親しんだり，健康な生活を送

ったりできるような資質や能力を育む必要があると考え,以下のように目ざす子ども像を設定し，仮説を立

て実践に取り組むことにした。 

(3) 目ざす子ども像 

 

〇 健康や安全に関心をもち，心身ともに健康な自分自身をつくるために，自ら考え行動する子 

〇 運動やスポーツの魅力に気づき，仲間と体を動かす楽しさを味わいながら，すすんで運動する子 

 

  (4) 研究の仮説 

 

毎日の生活に目を向け，体を動かす楽しさや成長する喜びを味わう経験を大切にしながら，主体的に学 

  び合っていけば，健康な自分自身をつくることのよさに気づき，よりよい生活を送ろうとしたり，運動・ 

スポーツに親しんだりする子になるだろう。 

 

心と体の健康に関心をもち，運動やスポーツに親しむ子どもの育成 

～子どもの思いとつながりを大切にした教育活動を通して～ 

【研究の仮説】 
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２ 計画と実践の状況 

(1) 健康教育のグランドデザイン 

  ア 研究構想図 
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イ 「吉小サイクル」と「ＷＯＮＤＥＲポイント」 

本研究の授業づくりでは「本時の学習問題を子どもたちがしっか

りとつかんでいるか」,「個々の学習だけでなく,仲間とともに学び

合っているか」「学んだことを追究し続け,次の学びへといかそうと

しているか」の３点を大切にした。これらの要素を含んだ単元構想

や授業過程を「吉小サイクル」と名付けた。導入の仕方や教材との

出合わせ方を工夫し，本時で学んだことを次時への学習につなげ，

次時ではさらにこんなことについて学びたいという活動意欲を継

続できるようにした。 

「吉小サイクル」では，子どもの気づきや感動，達成感，連携とい

った「ＷＯＮＤＥＲ」を大切にした授業づくりに取り組んだ。単元

や本時の目標にせまり，子どもが「なるほど・わかった・できた」

などの気づきや感動を生んだり，「なぜ」と立ち止まったりする教

師の出場を「ＷＯＮＤＥＲポイント」と呼び，授業案の中に取り入

れるようにした。 

「吉小サイクル」と「ＷＯＮＤＥＲポイント」は，体育の授業のみならず，体育的な行事，自分の健康や生活・

安全について学ぶ学級活動や総合的な活動，保健でも取り入れるようにした。 

  ウ 手だて 

(ア) 主体的に学び合っていく手だて 

㋐ 問題解決的な単元構想と各授業の過程づくり（吉小サイクル） 

㋑ 子どもたちが学びを深めるための教師の出としての「ＷＯＮＤＥＲポイント」の設定 

    （イ） 健康・安全に目を向ける手だて 

㋐ よりよい生活や運動習慣づくりを家庭とともに考えることができるカードの活用 

   ・ げんきっこカードの活用 

 ・ 体力アップカードの活用 

㋑ 健康コーナーの活用 

   ・ 体力テストの結果を分析し，全国平均より劣っている体力に関心をもつような掲示物の工夫 

 ・ 各委員会による「心」と「体」の健康についての提案や情報を発信する工夫 

      (ウ) 体を動かす楽しさや，成長する喜びを味わえる手だて 

㋐ 子どもにとって魅力的な授業づくりの工夫 

   ・ 「わかった，できた」を実感し，成長する喜びを感じることのできる教材・教具の開発 

   ㋑ 健康や安全に関する専門的な知識をもったゲストティーチャーとの連携 

㋒ 休み時間の「外遊び推進プロジェクト」の実施 

   ・ 「外遊びの時間（２限終了後の長い休み時間）」の設定 

  ・ 固定遊具の遊び方を紹介したり，遊具へ目標となる目印を設置したりする，環境づくりの工夫 

㋓ 継続的な吉小体操の実施と９年間を見通した体育カリキュラムの活用 

・ 年間を通し，体育の授業開始後５分間は自校体操である「吉小体操」を実施 

・ 吉小体操は，内容の一部を中学生の実態に合う運動に選定しなおし，「吉中ウォームアップ」とし

て中学校の授業へ導入 

    (エ) 心と体をつなぐための手だて 

㋐ 毎朝，継続的に行うスッキリタイム  

 

 

 

吉小サイクル と ＷＯＮＤＥＲポイント 

問題をつかむ 学びを深めあう 

学びをつなげる 
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エ 手だてを具現化する研究の組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  活動の実践状況と考察 

 ア 「吉小サイクル」と「ＷＯＮＤＥＲポイント」を大切にした授業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心の健康部会】 

（豊かな心） 

・心を育てるための手

だてを考え実行して

いく 

 

【研究推進】 

◎教務主任   ◎養護教諭   ◎保健主事  〇部会長 

【連携部会】 

（家庭地域連携） 

・アンケートの実施，

分析  

・家庭と連携していく

ための手立てを考え

実行していく 

 

【体の健康部】 

（運動健康） 

・健康コーナーなどの

環境づくり 

・体力づくりに関する

環境づくり 

・学校保健委員会 

【頭の健康部会】 

（確かな学力） 

・健康教育に関する授

業づくり 
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授業づくりでは，授業の導入の仕方を工夫すること，授業の終盤で子どもの口から，「なるほど」「わかっ

た」「できた」や「なぜ」等のつぶやきが出るような教師の出や工夫はどうあるべきかを考えた。さらに，本

時のまとめが次時への活動意欲につながるような時間となったかを協議し，検証した。前項の子どもの資料

にあるように，「他の人と比べて」，「とてもたいへんだということがわかりました」など，子どもが問題を解

決するための方法に気づいたり，実感を伴った知識を身につけたり，成果が出始めている。今年度も実践と

検証を繰り返し，「吉小サイクル」と「ＷＯＮＤＥＲポイント」をよりよいものにしていく必要があると考え

ている。 

イ よりよい生活や運動習慣づくりを家庭とともに考えることができるカードの活用 

以前から行っていた「早ね・早おき・

朝ごはん・うん・うん」の生活カードへ

の取り組みを子どもたち自身が意識し

て生活するために，「げんきっこカー

ド」とし，「食事・睡眠・運動」を重点

的に取り組んだ。 

例えば，資料１の上部は，６月の「げ

んきっこカード（食事）」である。食材

のイラストを利用して３色のグループ

分けをわかりやすくすることで，バラ

ンスのよい食事を具体的にイメージで

き，記録しながら意識を高めることが

できた。カードに記録するだけでなく，

担任による子どもたちへの声かけと学

校保健委員会や授業で食育に力を入れ

て取り組んできた成果だと判断でき

る。睡眠に関しては，質のよい睡眠を目

ざしてＴＶやゲームは２時間以内にす

ることを目標にしたところ，少しずつ

意識して生活する子どもが増えてき

た。睡眠時間と運動時間については，一

昨年度と比較してほとんど変容は見ら

れなかった。さらに工夫が必要である

と考え，今年度メディアコントロール

の項目を加えてカードを作成し，学校

保健委員会で取り上げることにした。 

「体力アップカード」の

取り組みでは，家庭で楽

しく体を動かす習慣を

つくることを目ざして，

毎月，裏面の内容を変

え，低学年用と高学年用

を作成・配付した（資料

２）。裏面の運動につい

ては，学校で説明してい

るが，取り組み方は自由

である。低学年の方が親

子で楽しく取り組んで

いる傾向にある。 

取り組みの実績から，

75％の子どもが取り組

んでいることがわかっ

た。５枚以上取り組んだ

【資料１】 げんきっこカード（上 食事 下 今年度） 

【資料２】体力アップカードと子ども（上）保護者（下）感想 
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子は，14人いた。そのうち３

名の子は 21 枚も取り組んで

いた。家庭で運動する習慣が

ついてきた子が多くいるこ

とが見て取れる。子どもや保

護者の感想は，資料２のよう

に，楽しく取り組んでいると

いう内容のものがほとんど

であった。家族や友達と簡単

に取り組める運動にしたこ

とがよかったと考える。 

今年度は，家庭での運動が

ある程度習慣化でき始めた

ので，紹介する運動の種類を

増やしてカードを配付した。

（資料３） 

   ウ 健康コーナーの活用 

本校の体力テストの結果が全国平均の何％

にあたるかを調べた。平成 30年度の６年生は，

「ソフトボール投げ」と「長座体前屈」が全国

平均を上回っていた。（資料４）しかし，「握力」

は全国平均の 86％程度という低い値を示し

た。そこで，校舎の各フロアに「健康コーナー」

を設置した。（資料５）体力テストで全国平均

よりも劣っている種目を中心に体力が少しで

も向上することを子どもたちがすすんで取り

組めるように掲示方法を工夫した。健康コーナ

ーで体力アップに取り組む子や，掲示物を熱心

に見る子の姿が増えた。１年間の実践の結果，

全国平均の 90％に近い値となり，記録の向上

が見られた。しかしながら，全国平均以上の結果を出しているのは子どもたちの３割程度であり，全国平

均の70～80％の記録となっている子どももいることから，今後も継続して取り組んでいくとともに，全校

の子どもの基礎体力を伸ばす手だてを考えていく必要があると考える。２年度は，体力テストが未実施だ

ったため，今年度の結果と比較して分析していく。また，「げんきっこカード」の結果から得た問題点を関連

する委員会で全校児童の問題としてとらえ，全校へ発信していけるように取り組んだ。健康コーナーを活用

することで，運動に自分から取り組むきっかけとなったり，健康への意識をもつきっかけとなったりしたと考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【資料３】R３体力アップカード 

 
【資料４】体力テストの結果 

 

【資料５】健康コーナーと各委員会の掲示 


